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研究成果の概要（和文）：本研究では食物繊維の一種であるマンナンの血糖制御機構を検討した。その結果マン
ナンが腸細胞において、アミラーゼ(PA)により増強されるスクラーゼ・イソマルターゼ(SI)活性を抑制する可能
性を明らかとした。一方生体内では、マンナン摂取はPAとSIの相互作用や、SI活性に影響を与えなかった。そこ
でマンナンにより腸内細菌叢で増加するとされるBacteroidesに着目し、Bacteroides fragilis(B.fragilis)の
内毒素の影響を検討した結果、B.fragilisの内毒素が大腸菌の内毒素による炎症誘導を抑制すること、そのメカ
ニズムとしてNFκB経路が関わることを明らかとした。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to assess the mechanism of anti-hyperglycemic effect of 
mannan, a dietary fiber. In the cell experiments, we found that pancreatic amylase (PA) directly 
enhanced sucrase-isomaltase (SI) activity in human intestinal Caco-2 cells, and that mannan 
inhibited the increase in SI activity induced by PA. In the animal experiments, however, glucomannan
 had no effect on interaction between PA and SI and on SI activity. To explore another mechanism of 
action of mannan, we examined the effect of endotoxin from Bacteroides fragilis (BF), that was 
reported to be increased in the intestinal flora by mannan ingestion, on Raw 264 mouse macrophage 
cell line. We demonstrated that BF endotoxin supressed the inflammatory change in Raw 264 cells 
stimulated with Escherichia coli endotoxin and that NFκB pathway was involved in the mechanism of 
anti-inflammatory effect of BF endotoxin. 

研究分野：応用栄養学、食品科学

キーワード： 食物繊維　食後高血糖　アミラーゼ　消化酵素　マンナン　腸内細菌　炎症
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研究成果の学術的意義や社会的意義
糖尿病は世界が抱える健康問題であり、日本でも糖尿病やその予備軍の数は 2000 万人に上る。このため、合併
症発症の直接の原因となる高血糖の効果的な予防改善方法の開発は急務の課題である。本研究では食物繊維の一
種であるマンナンを用い、食物繊維が高血糖を改善する特異的なメカニズムを明らかとすることを目的とした。
本研究で得られた知見はいずれも新規性が高く、また食品因子による高血糖の改善のための戦略を構築する上
で、その一端を担う知見であると考える。食事や食品という身近な因子でその病態を改善し得る可能性を提唱で
きれば、その研究的、社会的意義は極めて大きいといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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